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 論文審査の結果の要旨
:
i
 山崎正晴提出の論文はP殼核の(e,π+)反応のエネルギー分布を測定し,低励起残留状態に関
 する(γ,π+)反応の角分布を求め,種々の理論計算の結果と比較して研究したものである。
 原子核の(γ,π)反応は従前その全断面積等について研究が行なわれていたが個々の残留状
 態に関する角分布は現在東北大学でのみ測定可能な実験である。これに関する以前の測定は統
 計や補正等の点で必ずしも十分ではなかったがこの論文においてはそれらの改善が行なわれ
 た。また理論計算との比較については,これまで数少ない理論グループの計算結果を用いて行
 なわれてきたが,この論文では種々の模型による理論計算を自ら行ない,更に電子散乱とも比
 較して議論した。
 実験は原子核理学研究施設の電子リニアツリ及び二重収束形電磁石スペクトロメ一夕を利用
 し,検出系の三重同時計数をとることによって十分少ないバックグラウンドでガ中間子の検
 出を行なった。また同時にH(e,π+)と電子散乱の実験をも行ない既知の断面積を用いて絶対値
 を較正した。
 P殻核gBe,1。B,13C,160について夫々の残留状態としてgLiの基底状態,1。Beの基底及び第
 1励起状態,】3Bの基底状態,ユ6Nの基底状態と近接した3っの状態の和を残す(γ,π+)反応の
 角分布を得,理論計算との比較を行なった。
 理論計算には種々の寄与をとり入れた素過程によるインパルス近似を用い,終状態相互作用
 もより完全な形でとり入れた。さらに対応する転移に対し電子散乱の形状因子をも同じ模型で
 計算して比較検討を行なった。
 検討の結果,理論は実験の結果を大体再現するが,電子散乱との比較を含めて一致は必ずし
 も十分でない。これらの検討により,夫々の原子核に関する相互作用の効果には違いのあるこ
 とが見出された。
 以上この論文は著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有すること
 を示している。よって山崎正晴提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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